
＜令和元年度 地球温暖化対策実行計画の施策実施状況の公表について＞ 

 

 地球温暖化対策の推進に関する法律第２０条の３第１０項の規定に基づき、岩手沿岸南部広

域環境組合の地球温暖化対策実行計画の施策実施状況を以下のとおり公表します。 

  令和２年 10月１日 

                岩手沿岸南部広域環境組合 

                管理者 釜石市長 野田武則 

 

１．温室効果ガス排出量 

 

年 度 温室効果ガス排出量 前年度比 目標年度比 

平成２８年度（基準年度） １９，３５９ｔ(CO2) １００．５６％ １０５．２６％ 

平成２９年度 ２０，３７８ｔ(CO2) １０５．２６％ １１０．８０％ 

平成３０年度 ２３，０６２ｔ(CO2) １１３．１７％ １２５．４０％ 

令和元年度 ２２，３６４ｔ(CO2) ９６．９７％ １２１．６０％ 

 

目標年度（令和３年度）温室効果ガス排出量＝１８，３９１ｔ(CO2) 

※平成２８年度（基準年度）の５％削減を目標 

 

令和元年度は、目標年度の温室効果ガス排出量を達成することが出来ませんでした。 

 

２．エネルギー使用量の目標達成状況 

 

種 別 
平成２８年度

（基準） 
平成２９年度 平成３０年度 

コークス (t) １，６４１ １，７４２ １，６９３ 

A重油 (KL) ２４１ ３０８ ２４６ 

昼間電力(千 kwh) １６９ １７２ １６２ 

夜間電力(千 kwh) １２４ １１４ １２５ 

軽油 (L) ３，４７６ ３，３８８ ３，３０７ 

 

種 別 令和元年度 前年度比 

コークス (t) １，５９０ ９３．９１％ 

A重油 (KL) １７０ ６９．１０％ 

昼間電力(千 kwh) １２９ ７９．６２％ 

夜間電力(千 kwh) ９１ ７２．８０％ 

軽油 (L) ３，４３９ ９４．９１％ 



種 別 
令和３年度 

(目標) 
平成２９年度 平成３０年度 

コークス (t) １，５５９ １，７４２ １，６９３ 

A重油 (KL) ２２９ ３０８ ２４６ 

昼間電力(千 kwh) １６１ １７２ １６２ 

夜間電力(千 kwh) １１８ １１４ １２５ 

軽油 (L) ３，３０２ ３，３８８ ３，３０７ 

 

種 別 令和元年度 目標年度比 

コークス (t) １，５９０ １０１．９８％ 

A重油 (KL) １７０ ７４．２３％ 

昼間電力(千 kwh) １２９ ８０．１２％ 

夜間電力(千 kwh) ９１ ７７．１１％ 

軽油 (L) ３，４３９ １０４．１４％ 

 

３．温室効果ガス排出量について 

   令和元年度の温室効果ガス排出量が平成３０年度と比較して減少しました。 

震災により減少した通常生活ごみは、震災前の水準に戻り、減少しました。 

 

年 度 通常生活ごみ 災害ガレキ 合 計 

平成２８年度 ３１，８１９ｔ ２２ｔ ３１，８４１ｔ 

平成２９年度 ３１，２３７ｔ ０ｔ ３１，２３７ｔ 

平成３０年度 ３０，６６１ｔ ０ｔ ３０，６６１ｔ 

令和元年度 ２９，７６６ｔ ２０５ｔ ２９，９７１ｔ 

  

 

エネルギー使用量（バイオマス燃料使用の取り組み） 

   令和元年度は、平成３０年度と同様に温室効果ガスの対策として、バイオマス燃料（木

質チップ）を使用しました。 

コークスの使用量及び A 重油使用量が減少し、A 重油については平成３３年度の目標を

達成しましたが、コークスについては目標を達成することが出来ませんでした。 

 

４．今後の対応 

  ごみ量が減少傾向にあることから、今後はＣＯ2 発生量も抑制されるものと期待されます

が、バイオマス燃料のより効果的な活用を図り、更なる燃料等の節約に努め、前年度の実績

を下回るように努力してまいります。 


